
Mero Sathi プロジェクト 

（Mero Sathi はネパール語で「私の友達」の意味） 

A.A.E.E.，アジア教育交流研究機構 

 

緊急支援！ネパールの超貧困家族１０世帯の生活向上プロジェクト 

 

2015 年、ネパール地震復興緊急支援のために日本の学生有志が立ち上げた

Mero Sathi Project。これまでの活動を通じて日本－ネパールのみならず、アジ

ア各国の学生たちが友好を深め、問題解決に向けて協働する集団に成長しまし

た。そして今回、ネパールの山奥に住む抜け道のない超貧困に陥る家族約１０世

帯を救うべく、彼らの自立を支援するプロジェクトを本格化決意をしました。 

ネパールと日本の A.A.E.E.学生メンバーが主体となり議論を重ねながら、超

貧困家庭の生活をモニタリングし、プロジェ

クトを運営していきます。同時に、彼らが貧

困から抜け出せない一原因である差別意識を

軽減するための啓発活動も行います。両国の

学生はじめアジア各国の学生が、国際交流活

動などを通じて意見を出し合い、行動を起こ

していきます。 

 

仕組み 

 

我々のこれまでの参加型農村調査の結果、極貧家庭には農地がないという共

通点が見出されました。さらに我々が着目する村では、500世帯中約 10世帯

が極貧層に属することが判明しました。募金でいただいたお金は、A.A.E.E. 

Nepalによる農地、及び種子、肥料などの購入に活用させていただきます。ま

た、購入した農地は約 10世帯の超貧困家族へ貸与されます。農業をすること

で、彼らが自給自足の生活を送ることを可能にし、他人への依存が減るととも

に、浮いたお金で生活向上に繋げることができます。 



農地を貸与したのちに実際にきちんと活用さ

れているか、超貧困家族の生活改善に繋がって

いるのか、浮いたお金がきちんと活用されるの

かについては、A.A.E.E. Nepalスタッフ、ネ

パールの A.A.E.E.学生メンバー、日本から渡

航する A.A.E.E.学生メンバーが定期的に直接

モニタリングやニーズ分析を行うことで確認し

ます。農地を貸与し、常に状態をモニタリング・管理すること、同時に学生が

主体となって差別意識をなくすための啓発活動を行い、人々の意識改革を行な

っていくことで、持続可能な取り組みを目指していきます。 

 

Mero Sathi リストバンド 

 

	 200円以上募金をしてくださった方には A.A.E.E.特製Mero Sathiリストバ

ンドをプレゼントします。NHKの番組でも詳しく紹介されたMero Sathi 

Project。プロジェクト発足以降、このリストバンドを身に付けての動画や写真

撮影をアジア各国で協力して行ってきました。素敵なデザインで毎日身につけ

ることができます。 

募金は一般社団法人アジア教育交流研究機構が責任を持って管理・活用し、

結果を報告させていただきます。 

詳しくは A.A.E.E.学生アシスタント望月mochizuki@aaee.jp までご連絡く

ださい。 

 

 

 


